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要旨 
本アプリケーションノートは、SH7734 の 2D グラフィックアクセラレータ（2DG）を使用した描画例につ

いて説明します。 
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1. はじめに 

1.1 仕様 
2D グラフィックアクセラレータを使用し、矩形塗り潰し、ビットマップ画像、フォント等、基本的な描画

を行います。 

 

1.2 使用機能 
• 2D グラフィックアクセラレータ（2DG） 

 

1.3 適用条件 
マイコン   SH7734 

動作周波数   EXTAL 入力周波数  ：33.3333MHz 

    CPU クロック（clki）  ：400MHz 

    SHwy クロック（clks）  ：200MHz 

    SHwy クロック（clks1） ：100MHz 

    DDR クロック（MCK0/MCK0#/MCK1/MCK1#）：200MHz 

    バスクロック（clkb）  ：50MHz 

    周辺クロック（clkp）  ：50MHz 

 

統合開発環境   ルネサスエレクトロニクス製 

    High-performance Embedded Workshop (Version 4.09.00.007) 

C コンパイラ   ルネサスエレクトロニクス製 SuperH RISC engine ファミリ 

    C/C++ Compiler Package for SuperH Family (V.9.04 release01) 

コンパイルオプション High-performance Embedded Workshop でのデフォルト設定 

    (-cpu=sh4a -endian=little -include="$(PROJDIR)¥inc" 

-change_message=warning -object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" 

-debug -optimize=0 -gbr=auto -chgincpath -errorpath -global_volatile=0 

-opt_range=all -infinite_loop=0 -del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo) 

 

使用ボード   ルネサスエレクトロニクス社製 

    SH7734 評価用プラットフォーム（R0P7734C00000RZ） 

 

1.4 関連アプリケーションノート 
本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。 

合わせて参照してください。 

SH7734  初期設定例 
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2. 2Dグラフィックスアクセラレータ(2DG)の概要 

2.1 概要 
2DG は、2D グラフィックスの描画を行うモジュールです。 

2DG では、大きくコマンドとディスプレイリストの 2 つの要素に分けられます。 

2.2 コマンド 
2DG では、描画を行うためにコマンドと呼ばれる構造体データを使用します。 

コマンドは全部で 30 個あり、6 種類に分類されます。Table 1 にコマンド一覧を示します。 

本サンプルでは、LINEC、BITBLTA、BITBLTB、BITBLTC、POLYGON4A、POLYGON4B、LCOFS、WPR、
TRAP コマンドを使用しています。 

Table 1 コマンド一覧 

分類 コマンド 機能 
POLYGON4A デスティネーション領域に多値（8 または 16 ビット／画素）ソー

スを参照しながら、任意の 4 頂点描画を行います。 
POLYGON4B デスティネーション領域に 2 値（1 ビット／画素）ソースを参照

しながら、任意の 4 頂点描画を行います。 

4 頂点面描画 

POLYGON4C レンダリング座標に単色指定で任意の 4 頂点描画を行います。 
LINEA デスティネーション領域に多値（8 または 16 ビット／画素）ソー

スを参照しながら、任意の太さの折れ線描画を行います。 
LINEB デスティネーション領域に 2 値（1 ビット／画素）ソースを参照

しながら、任意の太さの折れ線描画を行います。 
LINEC デスティネーション領域に単色指定で、任意の太さの折れ線描画

を行います。 
LINED 多角形の外枠にアンチエイリアス処理を行います。本コマンドは

デスティネーションが 16 ビット／画素時のみ実行してください。

RLINEA デスティネーション領域に多値（8 または 16 ビット／画素）ソー

スを参照しながら、任意の太さの折れ線描画をカレントポインタか

らの相対指定で行います。 
RLINEB デスティネーション領域に 2 値（1 ビット／画素）ソースを参照

しながら、任意の太さの折れ線描画をカレントポインタからの相対

指定で行います。 
RLINEC デスティネーション領域に、単色指定で、任意の太さの折れ線描

画をカレントポインタからの相対指定で行います。 

線描画 

RLINED 多角形の外枠にカレントポインタからの相対指定でアンチエイリ

アス処理を行います。本コマンドは、デスティネーションが 16 ビッ

ト／画素時のみ実行してください。 
FTRAPC ワーク座標に多角形を描画します。 
RFTRAPC ワーク座標に多角形をカレントポインタからの相対指定で描画し

ます。 

ワーク面描画 

CLRWC ワーク座標をゼロクリアします。 
LINEWC ワーク座標に 1 ドット幅の実線を描画します。 ワーク線描画 
RLINEWC ワーク座標に 1 ドット幅の実線をカレントポインタからの相対指

定で描画します。 
矩形描画 BITBLTA デスティネーション領域に、多値（8 または 16 ビット／画素）

矩形ソースを転送します。 
 BITBLTB デスティネーション領域に 2 値（1 ビット／画素）矩形ソースを
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カラー展開して転送します。 
BITBLTC デスティネーション領域に単色指定で矩形描画します。 
MOVE カレントポインタを設定します。 
RMOVE カレントポインタを加算します。 
LCOFS デスティネーション領域およびワーク領域のオフセット値（ロー

カルオフセット）を設定します。 
RLCOFS ローカルオフセットに XO、YO を加算します。 
WPR 特定のアドレスマップドレジスタに値を設定します。 
JUMP ディスプレイリストのフェッチ先を変更します。 
GOSUB ディスプレイリストをサブルーチンコールします。 
RET GOSUB コマンドによるサブルーチンコールから復帰します。 
NOP/INT ノーオペレーションを実行します。 
TRAP ディスプレイリストの終了を示します。 

制御 

SYNC 各キャッシュのクリア／フラッシュ制御を行います。 
 
 

2.3 ディスプレイリスト 
2DG では、コマンドをディスプレイリストと呼ばれる配列に登録し使用します。 

ディスプレイリストは、1 要素あたり 32 ビット幅を持つデータの 1 次元配列です。 

配列の先頭から順に使用するコマンドを隙間なく詰めて行き、最後に必ず TRAP コマンドを入れます。 

Figure 1 にディスプレイリストの例を示します。 

WPR Command
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TRAP Command
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width : 32 bit  

Figure 1 Display List 
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3. サンプルプログラムの仕様 

3.1 ファイル構成 
サンプルのファイル構成を Table 2 に示します。 

Table 2 ファイル構成 

ファイル名 説明 
2dg_sample_main.c 2DG サンプル API を使用した描画サンプルアプリケーション 
2dg_sample_api.c 2DG サンプル API ソースファイル 
2dg_sample_api.h 2DG サンプル API のプロトタイプ宣言及び定数の定義 
2dg_sample_common.c ディスプレイリスト構築処理を含むソースファイル 
2dg_sample_common.h ディスプレイリスト構築処理のプロトタイプ宣言及び定数の定義 
font.c サンプルフォントデータ（2 値ビットマップフォント A～Z） 
image.bin サンプルイメージデータ 240dot x 320dot 色形式 (RGB565) 

 
 
また、本ドライバを使用する際には下表に示す外部ヘッダファイルが必要となります。 

Table 3 関連ファイル 

ファイル名 説明 
typedefine.h  基本型の typedef 宣言定義を含むヘッダファイル 
Iodefine.h IO 定義を含むヘッダファイル 
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3.2 2DGサンプルAPI一覧 
2DG サンプル API 一覧を Table 3 に示します。 

Table 3 2DG サンプル API 一覧 

ファイル名 説明 
Init_2DG 2DG の初期化 
Draw_Line 線描画（複数の座標指定） 
Draw_Rect 矩形塗り潰し描画 
Draw_Bitblt  イメージ描画（イメージのブロック転送） 
Draw_Polygon イメージ描画（4 頂点を指定するブロック転送） 
Draw_Pattern イメージ繰り返し描画（2 値のビットマップデータを使用した描画） 
Draw_Font フォントの描画（2 値のビットマップフォントを使用した描画） 
Set_ClipArea クリップエリアの設定 

 
 

3.3 2DGサンプルAPIの制限事項 
2DG サンプル API は、以下の制限事項が存在します。ご使用にはご注意ください。 

 

3.3.1 色形式 
フレームバッファやイメージ描画に使用するデータの色形式は、RGB565 のみサポートしています。 

 

3.3.2 セクション 
2DG サンプル API は、以下のセクションを所定の領域に配置する必要があります。ご使用にはご注意くだ

さい。 

Type セクション 説明 
RAM B_2DG セクションの配置アドレスは、16byte アライメントでかつ

非キャッシュ領域に配置してください。 
ROM C_FONT セクションは、RAM 領域に展開してご使用ください。RAM

領域展開後の配置アドレスは、16byte アライメントに配置し

てください。 
 
 

3.3.3 フォント描画 
フォント描画で使用するフォントデータは、2 値のビットマップフォントのみサポートしています。 

 

3.3.4 再入可能性 
サンプル API は再入可能ではありません。複数のタスクや割り込み処理から非同期に呼び出した場合、予

期せぬ動作をする可能性があります。呼び出し元やタイミングについては注意してください。 

 

3.3.5 透過色 
本サンプルでは、必ず 1 色の描画禁止色を選択します。2DG の初期化で描画禁止色を設定します。 
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3.4 2DGサンプルAPI 
3.4.1 Init_2GD 
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Init_2DG( _UWORD w, _UWORD h, _UWORD chm_color ) 
引数 _UWORD w 

_UWORD h 
_UWORD chm_color 

2DG 描画有効領域、幅 

2DG 描画有効領域、高さ 

描画禁止色 
戻り値 _SINT 

0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

 

本関数では以下の処理を行います。 

• 2DG の初期化 
• 2DG 描画有効領域の設定（幅、高さ） 
• 描画禁止色の設定：Draw_Bitblt()、Draw_Polygon()では、描画禁止色のみ描画されません。 
• WPR、LCOFS、TRAP コマンドを使用 

 

引数の設定 

型 入出力 説明 
_UWORD w In 2DG 描画有効領域、幅 

1dot 以上、4095 以下を設定して下さい。 
_UWORD h In 2DG 描画有効領域、高さ 

1dot 以上、4095dot 以下を設定して下さい。 
_UWORD chm_color In 描画禁止色 

色形式は RGB565 で設定してください。 
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3.4.2 Draw_Line  
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Draw_Line( _UBYTE *dst_buff, _UWORD dst_stride, 
                _UWORD *pos_list, _UWORD num_pos, _UWORD width, _UWORD color ); 

引数 _UBYTE *dst_buff 
_UWORD dst_stride 
_UDWORD *pos_list 
_UWORD num_pos 
_UWORD width  
_UWORD color 

描画バッファの先頭アドレス 

描画バッファのストライド 

線描画座標配列 

線描画座標配列数 

線の幅 

線の色 

戻り値 _SINT 
0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

 

本関数では以下の処理を行います。Figure 2 に描画例を示します。 

• 線描画（複数の座標指定） 
• 複数の座標を設定し、その座標を連なる線描画を行います。最大255個の座標を設定することが可能です。 
• LINEC、WRP、TRAP コマンドを使用 
 

dst_buff
dst_stride

pos_list = (x1,y1),(x2,y2),(x3,y3)

(x1,y1)

(x2,y2)

(x3,y3)

num_pos = 3

width

color

 

Figure 2 Draw_Line( ) 
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引数の設定 

型 入出力 説明 
_UBYTE *dst_buff In 描画バッファの先頭アドレス 

16byte アライメントで設定してください。 
_UWORD dst_stride In 描画バッファのストライド 

256dot 以上、4096dot 以下で、64 の倍数かつ 
2DG 描画領域幅より大きく設定して下さい。 

_UWORD *pos_list In 線描画座標配列アドレス 

X 座標、Y 座標の順でデータを設定して下さい。 
配列 = { (X1,Y1), (X2,y2),・・・} 

_UWORD num_pos In 線描画座標配列数 

X 座標と Y座標を 1つのまとまりとし数を設定して下さい。 

2 以上、255 以下を設定して下さい。 
_UWORD width In 線の幅 

1dot 以上、63dot 以下で設定して下さい。 
_UWORD color In 線の色 

色形式は RGB565 で設定してください。 
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3.4.3 Draw_Rect 
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Draw_Rect( _UBYTE *dst_buff, _UWORD dst_stride, 
 _SWORD x, _SWORD y, _UWORD w, _UWORD h, _UWORD color, _UBYTE alpha ); 

引数 _UBYTE * dst_buff 
_UWORD dst_stride 
_SWORD x  
_SWORD y  
_UWORD w  
_UWORD h 
_UWORD color 
_UBYTE alpha 

描画バッファの先頭アドレス 

描画バッファのストライド 

矩形左上 X座標 

矩形左上 Y座標 

矩形幅 

矩形高さ 

矩形塗り潰し色 

透過率 
戻り値 _SINT 

0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

 

本関数では以下の処理を行います。Figure 3 に描画例を示します。 

• 矩形塗り潰し描画 
• BITBLTC、WRP、TRAP コマンドを使用 

 

(x,y)
w

h

color

dst_buff
dst_stride

 

Figure 3 Draw_Rect( ) 
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引数の設定 

型 入出力 説明 
_UBYTE * dst_buff In 描画バッファの先頭アドレス 

16byte アライメントで設定してください。 
_UWORD dst_stride In 描画バッファのストライド 

256dot 以上、4096dot 以下で、64 の倍数かつ 
2DG 描画領域幅より大きく設定して下さい。 

_SWORD x In 矩形左上 X 座標 
-32768 以上、32767 以下かつ 
x+w が 32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD y In 矩形左上 Y 座標 
-32768 以上、32767 以下に設定して下さい。 
y+h が 32767 以下で設定して下さい。 

_UWORD w In 矩形幅 
1dot 以上、4095dot 以下に設定して下さい。 

_UWORD h In 矩形高さ 
1line 以上、4095line 以下に設定して下さい。 

_UWORD color In 矩形塗り潰し色 
色形式は RGB565 で設定してください。 

_UBYTE alpha In 透過率 
64 段階で調整可能。 
関数内部で 0～255 の値を 4 の倍数に調整して設定します。 
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3.4.4 Draw_Bitblit  
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Draw_Bitblit( _UBYTE *src_buff, _UWORD src_stride,  
_UWORD sx, _UWORD sy, _UWORD sw, _UWORD sh, 
_UBYTE *dst_buff, _UWORD dst_stride, _SWORD dx, _SWORD dy, 

       _UBYTE alpha );  
引数 _UBYTE *src_buff 

_UWORD src_stride 
_UWORD sx 
_UWORD sy 
_UWORD sw 
_UWORD sh 
_UBYTE *dst_buff 
_UWORD dst_stride 
_SWORD dx 
_SWORD dy 
_UBYTE alpha 

転送元バッファの先頭アドレス 

転送元バッファのストライド 

転送元バッファの転送開始 X座標 

転送元バッファの転送開始 Y座標 

転送元バッファの転送幅 

転送元バッファの転送高さ 

転送先バッファの先頭アドレス 

転送先バッファのストライド 

転送先バッファの転送開始 X座標 

転送先バッファの転送開始 Y座標 

透過率 
戻り値 _SINT 

0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

 

本関数では以下の処理を行います。Figure 4 に描画例を示します。 

• イメージ描画（イメージのブロック転送） 
• BITBLTA、WRP、TRAP コマンドを使用 
• 描画禁止色で設定された色のみ描画されません。 

 

src_buff

(sx,sy)

sh

sw

dst_buff

(dx,dy)

src_stride dst_stride

 

Figure 4 Draw_Bitblit( ) 

R01AN1394JJ0100_SH7734  Rev.1.00  Page 12 of 26 
2013.02.01  



SH7734 2D グラフィックアクセラレータを使用した描画例 

R01AN1394JJ0100_SH7734  Rev.1.00  Page 13 of 26 
2013.02.01  

 
引数の設定 

型 入出力 説明 
_UBYTE *src_buff In 転送元バッファの先頭アドレス 

RAM 領域でかつ 16byte アライメントで設定してください。 
_UWORD src_stride In 転送元バッファのストライド 

8dot 以上、4096dot 以下かつ 8 の倍数で設定して下さい。 
_UWORD sx In 転送元バッファの転送開始 X 座標 

0 以上、4088 以下かつ 
”src_stride-sw”以下に設定して下さい。 

_UWORD sy In 転送元バッファの転送開始 Y 座標 
0 以上、4095 以下かつ 
“4095-sh”以下に設定して下さい。 

_UWORD sw In 転送元バッファの転送幅 
8dot 以上、4095dot 以下に設定して下さい。 

_UWORD sh In 転送元バッファの転送高さ 
1line 以上、4095line 以下に設定して下さい。 

_UBYTE *dst_buff In 転送先バッファの先頭アドレス 
16byte アライメントで設定してください。 

_UWORD dst_stride In 転送先バッファのストライド 
256dot 以上、4096dot 以下で、64 の倍数かつ 
2DG 描画領域幅より大きく設定して下さい。 

_SWORD dx In 転送先バッファの転送開始 X 座標 
-32768 以上、32767 以下かつ 
“dx+sw”が 32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dy In 転送先バッファの転送開始 Y 座標 
-32768 以上、32767 以下かつ 
“dy+sh”が 32767 以下で設定して下さい。 

_UBYTE alpha In 透過率 
64 段階で調整可能。 
関数内部で 0～255 の値を 4 の倍数に調整して設定します。 
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3.4.5 Draw_Polygon  
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Draw_Polygon( _UBYTE *src_buff, _UWORD src_stride,  
_UWORD sx,  _UWORD sy,  _UWORD sw,  _UWORD sh, 
_UBYTE *dst_buff, _UWORD dst_stride, 
_SWORD dx1, _SWORD dy1, _SWORD dx2, _SWORD dy2,            
_SWORD dx3, _SWORD dy3, _SWORD dx4, _SWORD dy4, 
_UBYTE alpha);  

引数 _UBYTE *src_buff 
_UWORD src_stride 
_UWORD sx 
_UWORD sy 
_UWORD sw 
_UWORD sh 
_UBYTE *det_buff 
_UWORD dst_stride  
_SWORD dx1 
_SWORD dy1 
_SWORD dx2 
_SWORD dy2 
_SWORD dx3 
_SWORD dy3 
_SWORD dx4 
_SWORD dy4 
_UBYTE alpha 

転送元バッファの先頭アドレス 

転送元バッファのストライド 

転送元バッファの転送開始 X座標 

転送元バッファの転送開始 Y座標 

転送元バッファの転送幅 

転送元バッファの転送高さ 

転送先バッファの先頭アドレス 

転送先バッファのストライド 

左上 X座標 

左上 Y座標 

右上 X座標 

右上 Y座標 

右下 X座標 

右下 Y座標 

左下 X座標 

左下 Y座標 

透過率 
戻り値 _SINT 

0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

本関数では以下の処理を行います。Figure 5 に描画例を示します。 

• イメージ描画（4 頂点を指定するブロック転送） 
• POLYGON4A、WRP、TRAP コマンドを使用 
• 描画禁止色で設定された色のみ描画されません。 

 

src_buff

(sx,sy)

sh

sw
(dx1,dy1) (dx2,dy2)

(dx3,dy3)(dx4,dy4)

dst_buff dst_stridesrc_stride

 

Figure 5 Draw_Polygon( ) 
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引数の設定 

型 入出力 説明 
_UBYTE *src_buff In 転送元バッファの先頭アドレス 

RAM 領域でかつ 16byte アライメントで設定してください。

_UWORD src_stride in 転送元バッファのストライド 
8dot 以上、4096dot 以下かつ 8 の倍数で設定して下さい。 

_UWORD sx In 転送元バッファの転送開始 X 座標 
0 以上、4088 以下かつ 
”src_stride-sw”以下に設定して下さい。 

_UWORD sy In 転送元バッファの転送開始 Y 座標 
0 以上、4095 以下かつ 
“4095-sh”以下に設定して下さい。 

_UWORD sw In 転送元バッファの転送幅 
8dot 以上、4095dot 以下に設定して下さい。 

_UWORD sh In 転送元バッファの転送高さ 
1line 以上、4095line 以下に設定して下さい。 

_UBYTE *dst_buff In 転送先バッファの先頭アドレス 
16byte アライメントで設定してください。 

_UWORD dst_stride In 描画バッファのストライド 
256dot 以上、4096dot 以下で、64 の倍数かつ 
2DG 描画領域幅より大きく設定して下さい。 

_SWORD dx1 In 左上 X 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dy1 In 左上 Y 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dx2 In 右上 X 座標 
32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dy2 In 右上 Y 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dx3 In 右下 X 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dy3 In 右下 Y 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dx4 In 左下 X 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dy4 In 左下 Y 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_UBYTE alpha In 透過率 
64 段階で調整可能。 
関数内部で 0～255 の値を 4 の倍数に調整して設定します。 
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3.4.6 Draw_Pattern  
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Draw_Pattern(_UBYTE *src_buff, _UWORD src_stride, 
_UWORD sx, _UWORD sy, _UWORD sw, _UWORD sh, 

                    _UBYTE *dst_buff, _UWORD dst_stride, 
_SWORD dx, _SWORD dy, _UWORD dw, _UWORD dh, 

                    _UWORD color0,  _UWORD color1, _UBYTE alpha) 
引数 _UBYTE *src_buff 

_UWORD src_stride 
_UWORD sx 
_UWORD sy 
_UWORD sw 
_UWORD sh 
_UBYTE *dst_buff 
_UWORD dst_stride  
_SWORD dx 
_SWORD dy 
_UWORD dw 
_UWORD dh 
_UWORD color0 
_UWORD color1 
_UBYTE alpha 

転送元バッファの先頭アドレス 

転送元バッファのストライド 

転送元バッファの転送開始 X座標 

転送元バッファの転送開始 Y座標 

転送元バッファの転送幅 

転送元バッファの転送高さ 

転送先バッファの先頭アドレス 

転送先バッファのストライド 

転送先バッファの転送開始 X座標 

転送先バッファの転送開始 Y座標 

転送先バッファの転送幅 

転送先バッファの転送高さ 

パターン値 0 描画色 

パターン値 1 描画色 

透過率 

戻り値 _SINT 
0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

 

本関数では以下の処理を行います。Figure 6 に描画例を示します。 

• イメージ繰り返し描画（2 値のビットマップデータ） 
• POLYGON4B、WRP、TRAP コマンドを使用 
•  

(sx,sy)

sh

sw

dst_buff dst_stridesrc_buff src_stride

(dx,dy)

dw

dh

dolor1color00 1bitmap data 1bit/pic
 

Figure 6 Draw_Pattern ( ) 
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引数の設定 

型 入出力 説明 
_UBYTE *src_buff In 転送元バッファの先頭アドレス 

RAM 領域でかつ 16byte アライメントで設定してください。

_UWORD src_stride in 転送元バッファのストライド 
8dot 以上、4096dot 以下かつ 8 の倍数で設定して下さい。 

_UWORD sx In 転送元バッファの転送開始 X 座標 
0 以上、4088 以下かつ 
”src_stride-sw”以下に設定して下さい。 

_UWORD sy In 転送元バッファの転送開始 Y 座標 
0 以上、4095 以下かつ 
“4095-sh”以下に設定して下さい。 

_UWORD sw In 転送元バッファの転送幅 
8dot 以上、4088dot 以下かつ 8 の倍数に設定して下さい。 

_UWORD sh In 転送元バッファの転送高さ 
1line 以上、4095line 以下に設定して下さい。 

_UBYTE *dst_buff In 転送先バッファの先頭アドレス 
16byte アライメントで設定してください。 

_UWORD dst_stride In 描画バッファのストライド 
256dot 以上、4096dot 以下で、64 の倍数かつ 
2DG 描画領域幅より大きく設定して下さい。 

_SWORD dx In 転送先バッファの転送開始 X 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_SWORD dy In 転送先バッファの転送開始 Y 座標 
-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_UWORD dw In 転送先バッファの転送幅 
0 以上、32767 以下かつ 
“dx+dw”が-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_UWORD dh In 転送先バッファの転送高さ 
0 以上、32767 以下かつ 
“dy+dh”が-32768 以上、32767 以下で設定して下さい。 

_UWORD color0 In パターン値 0 描画色 
_UWORD color1 In パターン値 1 描画色 

_UBYTE alpha In 透過率 
64 段階で調整可能。 
関数内部で 0～255 の値を 4 の倍数に調整して設定します。 
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3.4.7 Draw_Font  
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Draw_Font( _UBYTE *dst_buff, _UWORD dst_stride, 
 _SWORD x, _SWORD y, _SBYTE *str, 
 _UWORD f_color, _UWORD b_color, _UBYTE alpha );  

引数 _UBYTE *dst_buff 
_UWORD dst_stride 
_SWORD x 
_SWORD y 
_SBYTE *str  
_UWORD color 
_UBYTE alpha 

描画バッファの先頭アドレス 

描画バッファのストライド 

文字列描画開始 X座標 

文字列描画開始 Y座標 

文字列ポインタ 

文字描画色 

透過率 
戻り値 _SINT 

0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

 

本関数では以下の処理を行います。Figure 7 に描画例を示します。 

• フォントの描画（2 値ビットマップフォント） 
• BITBLTB、WRP、TRAP コマンドを使用 

 

(x,y)
color

dst_buff
dst_stride

 

Figure 7 Draw_Font( ) 
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引数の設定 

型 入出力 説明 
_UBYTE *dst_buff In 描画バッファの先頭アドレス 

16byte アライメントで設定してください。 
_UWORD dst_stride In 描画バッファのストライド 

256dot 以上、4096dot 以下で、64 の倍数かつ 
2DG 描画領域幅より大きく設定して下さい。 

_SWORD x In 文字列描画開始 X 座標 
-32768 以上、32767-(文字幅 x 文字数以下で設定して下さい。

_SWORD y In 文字列描画開始 Y 座標 
-32768 以上、32767-(文字高さ x 文字数)以下で設定して下さ

い。 
_SBYTE *str In 文字列ポインタ 

文字列ポインタの末尾には、NULL を設定して下さい。 
_UWORD color In 文字描画色 

色形式は RGB565 で設定してください。 
_UBYTE alpha In 透過率 

64 段階で調整可能。 
関数内部で 0～255 の値を 4 の倍数に調整して設定します。 
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3.4.8 Set_ClipArea  
初期値 #include “2dg_sample_api.h” 

_SINT Set_ClipArea( _UWORD x1, _UWORD y1, _UWORD x2, _UWORD y2 );  
引数 _UWORD x 

_UWORD y 
_UWORD w 
_UWORD h 

クリップエリア開始 X座標 

クリップエリア開始 Y座標 

クリップエリア幅 

クリップエリア高さ 

戻り値 _SINT 
0 
-1 

エラーコード 
 正常終了 
 異常終了 

 
 
概要 

 

本関数では以下の処理を行います。Figure 8 に描画例を示します。 

• クリップエリアの設定 
• WRP、TRAP コマンドを使用 
•  

(x,y)
w

h

 

Figure 8 Set_ClipArea( ) 
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引数の設定 

型 入出力 説明 
_UWORD x In クリップエリア開始 X座標 

0 以上、4095 以下で設定し、かつ 
_UWORD y In クリップエリア開始 Y座標 

0 以上、4095 以下で設定して下さい。 
_UWORD w In クリップエリア幅 

1 以上、4095 以下で、かつ、 

”x+w”が 2DG 描画有効領域幅以下に設定して下さい。 

_UWORD h In クリップエリア高さ 
1 以上、4095 以下で、かつ、 

“y+h”が 2DG 描画有効領域高さ以下に設定して下さい。 
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4. サンプルプログラム 

4.1 サンプルプログラムメインフロー 
SH7734 評価用プラットフォーム（R0P7734C00000RZ）を使用した 2DG サンプルプログラムのメインフ

ローを Figure 9 に示します。また、描画内容を Figure 10 に示します。 

 

Draw_Pattern()

Draw_Line()

Draw_Rect()

Draw_Bitblt()

Draw_Polygon()

Draw_Font()

Display Unit initialization
du_usr_init()

Display Unit start
du_usr_start()

2DG initialization
Init_2DG()

Start

 

Figure 9 サンプルプログラムメインフロー 

 

Draw_Rect()

Draw_Font()(0,0)

(740,100)

Draw_Polygon()

Draw_Bitblt()

IMAGE_WIDTH
(240)

IMAGE_
HEIGHT

(320)

(0,0)

Image data(RGB565)

(100,60)

Screen

(20,20) (500,60)

(440,400)

(700,300)

800

480

Draw_Pattern()

pattern data

64

64 (100,100) (300,100)

(100,300) (300,300)

(400,200)

 

Figure 10 描画内容 
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ホームページとサポート窓口 

ルネサス エレクトロニクスホームページ 
http://japan.renesas.com/ 

 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/contact/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
すべての商標および登録商標は，それぞれの所有者に帰属します。 

http://japan.renesas.com/
http://japan.renesas.com/contact/
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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